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ディケンズの奴隷制度批判左ジャーナリスト左しての隈界
『アメリカ紀行』より
阿野圭太郎
1 はじめに
チャーノレス・ディケンズ(CharlesJolm Hu町a.mDickens， 1812-1870)の随筆『アメリ
カ紀行~ (American Not田， 1842)は， 1842年，ディケンズが新興国であるアメリカを
訪問し 2 自由・平等・博愛をrl':Jらかに襟携するアメリカの人々，文化，社会，風土，
社会制度を好奇一心に満ちた目でつぶさに観察し，母国イングランドとの比較も交え
ながらときにユーモアたっぷりに，ときにアイロニーを織り交ぜて描いた「党え裂
き」である。遡刊誌『マスター・ハンフリーのi時計~ (Master Humplu句.Js Clock， April 
1840-D田emberl841) に連載された『骨資展~ (The Old Curiosily Shop， 1840-1841)な
どを読んだアメリカの多くの読者の聞で「ディケンズに会いたしリという要望が高
まったことと，友人であったワシントン・アーヴィング (WashingtonIrving， 
1783-1859)の勧めもあり，ディケンズはアメリカへの渡航を決意した。渡航前のディ
ケンズのアメリカに対する印象は，貧富の差が拡大する一方の母国では忘れ去られ
てしまったかにみえた自由・平等・博愛の精神が保たれていることに対する好奇心
や，ある積の羨望の気持ちである。アメリカに渡ると，彼はこれらの桁神を噂重して
いる身体障害者の教育施設や福祉砲設，精神病院などを訪問場所として選び見学す
ることで，アメリカの進んだ施設と教育を1M:賛しつつ，イギリスにおける社会福祉
の遅れに対する批判を展開した。その 方で，自由・平等の抗附3とは矛盾するアメ
リカの奴隷制度を目の当たりにして意気消沈し，批判するようにもなった。
特に奴隷<jlJ度に関してディケンズ1:;，実にー草分(第 17章)を割し、て痛烈に非難し
ている。しかし，大英常国はそもそも奴隷貿易を利用した三角貿易に4り繁栄を謡
歌したという背景があり，大英帝国内で奴隷貿易を禁止する法律が成立したのは
1807年，さらに帝国内で奴隷IfilJ度の完全撤廃を意味する奴殺の所有を紫止する法律
が成立したのは 1833年である。つまり，奴隷制度が大英帝国内で禁止されたのはデ
イケンズがアメリカへ渡航するわずか 10年前なのである。ディケンズはジャーナリ
ストとしての視点からアメリカの奴隷制度について客観的に批判しているが，奴隷
貿易の沼、窓を受けていたイギリス人による奴隷制度の糾~!iiには説得力という点にお
いて限界も感じられる。
そこで本稿では，奴隷制度の歴史やイギリスと奴隷貿易の関わりをふまえ，さら
にはアメリカの奴級制度についての当時のイギリス人の見解を考察した一二で，wアメ
リカ紀行』におけるディケン1の奴殺制度批判の功絞を評価しつつ，彼の視点の限
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界を考察する。
2.奴隷制度とイギリス
2.1 奴球制度の康史
奴隷制度の始まりは，ココンブスの新大陸「発見jにまで遡る o 第二次航海でエ
スパニョーラ島(現ハイチぬ)に再上級した際p このぬの住民を強制的に砂金採集
にあたらせたことで最初のインデイオ反乱が起こり，スベイン人 10人が殺された。
スベイン人は武力報復を敢行し，多数のインディオを殺害し，また捕I却にした。 1498
年，第三次航海でコロンフスはおよそ 600人のインディオを奴隷としてスペインへ
連れ帰った。コロンブスによって切りJ妬かれたインディオに対する支配とその奴隷
化への退は，工スパニョーラぬだけでなく，カリフ海諸島全域に広がり，その後ア
ステカ帝聞やインカ帝国などの f新世界J全域に及んだ。さらに3 北米ではインデ
ィアンが奴隷化され，南米の「新世界jではインディオ奴隷制度の他に白人年季泰
公人制度も存在した2。 こうして発達したプランテーション労働力にもやがて変化
が生じるようになる。例えlま，ブラジノレではインディオ奴殺が主流であったが，労
働生産性・伝染病に対する免疫力・従順性などの点から，次第に~~用対効果の大き
い黒人奴放がインディオ奴隷lこ取って代わるようになった。イギリス飯沼インドや
北米では.17世紀中頃まで労働力の主流だった白人年季奉公人が.1676年のベーコ
ンの反乱により被支配者間から支配者層へとランクアップl，有色人種であるイン
ディアンと52人の奴線としての身分が決定的になった。そして， 1680年代から黒人
奴主Itの輸入が本絡的になった。 3
7メリカの奴紋i制度にとって最初の転機が訪れるのは，独立革命である。独立政
命の成功後，ニューイングランドと南部の植民地の|期で，奴織の法的扱いについて
大きな援が生じてくる。例えば，ニューイングランドの?-ljチューセッツ州は 1780
年の'ffrしい州訟法の中に』ヴァージニアの権利祝典と独立宣言から引用した「全て
の人聞は'Eまれながらにして由民1で平等であり，一定の自然かっ本質的で，議波不
能な権利を有するJとし、う人権宣言の一節を規定し，普通的な人権の存夜を認めた。
黒人を始めとする有色人種の自由平等を含んだこの州訟法で，初めて法制度上の奴
主~制廃止が宣言されたのである L しかし， 1787年の合衆関長益法制定の際には，ま
だ奴隷:WJ皮は正式に廃止されたわけではなかった。
次の転機は南北戦争である。アメリカ合衆閣の中で，プランテーション奴隷制度
を基盤とする南部と産業資本主義の発展が著しい北部という，二つの異なった社会
が一国内に存在していたことが南北対立の根底にあった。南部のプランターや支配
者指は，綿花需要の拡大にともなってプランテーション奴給制度の維持に腕起にな
り，北部の干渉を嫌って自立への道を模索するようになった。一方， 北部は，新し
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い領土に奴隷制度が拡大することを恐れた。北l/Iを率いたリンカーン大統領は，連
邦の統一維持を目的にしていたため，当初は奴主~制度の廃止は考えていなかったが，
共和党急J韮派の圧力もあり， 1862年9月 22日，奴隷解放予備宣言を公布した。し
かしこの宣言は，連邦から脱退しなかったが奴隷iI討を維持した州や，反乱州の中で
連邦が制圧した州、新たにil邦に忠誠を怒った州が、解放の布告から除外されてい
た点を考えると，不完全なものであった。しかし，この宣言が奴隷制度の郡1寺撤廃
を'Jとめる黒人や一部の白人lこ勇気を与え，南部の黒人奴隷たちも一気に北1fi支持に
まわったことにより，戦況は北部lこ有利に転換し，北部の軍事的勝利につながった。
ところが，南北戦争の終結がアメリカにおける奴隷制度の終駕ではなかった。戦
争後，土地を持たない奴織の身分から解放された「解放民Jは上地が分配されるこ
とを期待した一方で，特放を与えられた南部の|日プランターたちは，戦前のように
黒人を使い， N-1品花の生産を再開したいと考えていた。共和党の支持母体であった北
部資本家たちも実は南部の綿花を欲していたため，共和党は解放民に土地の分配を
認めなかった。そのため，解放民たちは，仕方なくプランク}たちと労働契約を結
び1 安価な労働力として搾取されるようになったのである。つまり，身分としては
奴誌ではなくなったが， r移動の自尚Jを除けば，待遇の実態は奴殺と何ら変わらな
かった。この黒人労働者を搾取する白人たちは，黒人奴隷制度の代わりに「黒人差
別制度」を築き上げ，黒人の選挙権・被選挙権の制限および剥蒋や，自人による黒
人へ0)リンチ， 日常の様々な場面で徹底した人種傾向t政策が行われた。この黒人差
別 J，Ij度に一石を投じることになったのは，第二次世界大戦後， 1950年代に起こった
公民権闘争であった50
2.2 イギリスにおける奴主tHil度廃止運動
イギリス国内における反奴級制運動は「奴給契易廃止運動jと「奴級制廃止運動J
という 2つの段階により進んで行った九
もともとイングランドでは，法律によって中JfI:の早いi時期から奴殺の所有や人身
売貝は然止されていた。しかし， 1562年エリザペス 1t止がジョン ホ キシス船長
にアフリカからヒスパニオラへ奴殺を含む積み荷を始、送する許可を与えて以来，海
外他民地における奴隷制度は受容されてきた。 1700年代に入るまでには，アメリカ
における奴給制度の確立により?多くのアフリカ人奴裁がロンドンなどの都市でも
使用人として雇用された。 1772年，-Vンスブィーノレドの主任裁判官がイギリスの法
律は奴級制度を許可しておらず，すべての使用人はイギリス国内を自由に移動する
ことができるということを確認したが，大英常国内においては依然として奴隷制度
は存続した。
そのような中，ウィリアム・ウイノレバーフォース(WiIliamWilberforce， 1759-1833) 
の登場により，イギリスの奴主It制度の歴史は転機を迎える。ウイノレバーフォースは
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ケンプリァジ大宇在学中頃までは自由奔放に生活をしていたが，国会議員になった
後1785年頃までには福音主義に傾倒l.-，それまでの快楽主義的生活を改めて自らの
人生を神に持げる決訟をした。ウイノレバーアォースはトーマス タラークソン
(Thomas Clarkson， 1760-1846) ，チャ ーノレズ ・フォ ックス (CharlesJames Fox， 
1749-1806) ，そして親友で首相のウィリアム ・ピッ ト(WilliamPit， 1759-1806)らの
協力を得て，奴隷貿易廃止運動を開始する。ウイノレバー7ォースは，彼自身が海軍
将校や奴隷船の船長から閉し、た内容や，クラーク ソンが奴絵船の船員や医師たちか
ら集めた証言を蓋に，1789年庶民院で奴議貿易廃止に附する最初の前説を行った。
その中で彼は，奴鰍貿易は道徳的に非難されるべきであり，正義 ・仰愛のために廃
止するべきであると主娠した。1791年には，似紋貿易廃止のための最初の法案を提
出したが，大英帝国の国力低下につながるという理由から，あっさりと否決された.
以来，ウィノレバーフォースは各議会の会期ごとに奴隷貿易涜止を支持する動議を提
案し続け，廃止法案も提出し続けた。議会内では自分たもの利権を司ろう とする反
対派の猛反発に苦しめられたが，問志たちのキャンベーンにより，次第に多くの民
衆が奴総貿易廃止に賛同していった。
長引くフランスとの戦争やヨーロッパ情勢の緊迫化などにより，奴総貿易廃止は
議会の級題の中での優先順位が一度下がってしま うが，1804年にナポレオンが皇帝
に即位したことにより，再び事態は動きだす。ナポレオンは奴給制を擁護し，奴教
貿易を奨励した。独裁者の専制的な権力に対して徹底的に対抗するという英国の大
義名分，とりわけフランスに対するむき出しの対抗心により，幸迎にも奴主主貿易廃
止運動の気運が再び高まった。ウィノレパーフォースは，海軍弁設士であるジェーム
ス ・ステファン(JamcsStephen， 1758-1832)の助言により，奴隷貿易廃止を直接訴え
る戦術を変吏l.-， 1806年初頭， 表向きはフランスの奴剥t貿易を|担止すべく、アメ ジ
カ国践をつけたフランス船は傘捕してもよいという法律案を議会に提出した。その
当時，奴銚船の8書'1は私掠船よけのためにアメリカの国艇を掲げており，敵国であ
る多くの7ランス船もアメリカ船に登録を変えていた。そして実は、イギリスの奴
隷船の多くもリパプーんなどの地からアメリカ間放を付けてIJj航していたω つまり
7ランスの奴隷船の傘捕を狙ったこの法案は、イギリスの奴隷船をも取り しまるこ
とに燃がった。このようにしてウィノレバーフォースは，イギリス国民の愛国心を巧
みに利用した反仏の法案を反奴株貿易の法案にすり替えたのである。さ らに l自06
年 12月には，アメリカ第 3代大統領トマス ・ジェファ Yン(ThomasJefferson， 
1743-1826)がアメ リカ合衆国への奴隷の輸送を禁止するために両議院を招集した。
このことが，イギリス滋会内で奴主主貿易廃止法案に反対する議員の主綴を取り下げ
させた.結局，庶民院においてこの法案は283対 16で可決され，1807年3月25日，
奴隷貿易廃止法(TheSlave Trnde Abolition Act)が成立した。
しかし，この法律は奴隷貿易のみを溌止しただけで，奴隷制度そのものの泌止に
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は至らなかった。実は，ウィノレバーフォースを含め奴裁貿易廃止運動を行った古ーた
ちの中には，奴線貿易は廃止したいが，奴搬出iJ l[の廃止は慎重になるべきだと考え
ていた者もいた。並河氏によれば、ウイノレバー フォー スも当時，若干許の中で「黒人
たちも自由を与えられるべきである。しかし，彼らには，今のところまだその準俄
ができていない。まずは，彼らが秩序だって行動できるようにすることが必要であ
る。彼らは，人間として完墜に成熟するまで訓練され，教育されなければならなしリ
と述べている日彼ら(;t，“文明化された"イギリス人が“野蛮な"アフリ カ人を文
明化することが自分たちの使命であると考え，アフヲカ人たちを文明化するために
は，彼らに白人の下での労働を課すことが必要であると考えた。
1807年の法律成立後も，奴総はイギリ ス本国内で表立って売買されなかったもの
の，依然として売買 ・所有されていた。しかし 1823年，奴隷制廃止協会が設立され
たことにより a奴隷制度そのものの廃止を実現するための運動が新たに展開される。
リパプーノレのクウェイカー教徒であるジェイムズ ・クロパー (JamesCropper， 
1773-1840)らが反奴株取l運動の先頭に立ち，奴鍬たちの状況を改善することが生産
性の向上につながるということを主張した。また，このころの反奴給制j運動には男
性だけでなく女性もIi[接参加するようになった九 1825年に，女性による反奴隷丹市
協会がパーミンガムで設立されると，各地に同僚の女性協会が設立され，多くの女性
たちがキリスト教の間愛主義に2毒づき，“弱者"に対する慈善活動の一環として参加
した。最も“文明化された"社会であるイギリスに生きる女性たちは，“野蛮な"シ
ステムが支配する西インドにもイギリスの理想的な家庭を普及させる義務があると
いう使命1惑をもって活動を展開した。 1830年になると， 即時廃止に向けた訂j願運動
が全国的に展開されるようになり， 1831年には，奴隷制廃止委員会が波立され，議
会でのロピイ活動も活性化した。そしてついに 1833年 7月 23日に奴税制廃止法
(Slavery Abolition Act)が成立し，大英帝国内の植民地におけるすべての奴殺は解放
された。その補償として奴談所有者には総額2億ポンドが支払われた.年季奉公制
度も 1838年に廃止された.奴隷制廃止法成立のわずか数日後にウイノレバーァォース
は死去した。
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2.3 アメリ カの奴隷制度についてのイギリス人の反応
大災帝悶内において 1833年に奴線制度が斑止されて以降，イギリ スのジャ一ナノレ
における奴隷や奴隷i!lJ皮に隣する記述は下火になるが，南北戦争が勃発するとアメ
リカの奴隷iI~1df.に対する関心が高まった。したがって，荷北戦争JIのイギリスのジ
ャーナノレを見ることにより，奴隷i制度について再び関心を取り戻したイギリス人の
見解を知ることができると恩われる。
そもそも南北戦争は，イギリスにとって単なる対岸の火事ではなかった九産業革
命により木綿工業がめざま しい発展を遂げていたイギリスは，原綿の供給の大部分
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をアメリカ南部に依存していた。 方，アメリカ南部も産業が奴事1制度で成り立っ
ていたため北部の保護関税に反対し， イギリスとの自由貿易を熱心に望んでいた。
このような事情から，イギジス白地主や資本家は南部が独立の国家となることを期
待し， 南部を積額約に支持しよう とした。 これに対して， イギリスの社会改革者や
労働者階級は，内乱をアメリ カ社会の民主化のためのi湖争であると把握し， プラン
ター権力を批判L.，北部支持の態度を示していた。当時， 木綿工業に従事していた
イギリスの労働者は原綿の不足によって経済的苦境に立っていたが， 彼らも奴線制
度廃止を期待して北部を程i侮的に支持していた。 イ ギリ ス政府は，南北戦争初j~1Iこ
は厳正中立の態度を維持したが，1862年半ば以降， アメロカの内乱に干渉を行う機
会を狙うようになった。 きっかけは， 悶郎元g合を合衆国辿邦政府に対する交戦団体
として認めるよう， 7ランス政府がイギリス政府に迫ったことで" イギリス議会
の南部支持派が動き出したこと，もう 1つは，北部による南部沿岸の封鎖による原
綿のIj'河者ス トップによ りイギリス閣内の木綿工業が大打般を受け， 資本家周が政府
に対米干渉の圧力をかけたことである。さらに， 1862年秋の戦況は北部にとって著
しく不利であり， これまで北部に対して友好的な態度をとってきたラ ッセル外相
(John Russel， 1792-1878)は，この戦争で北部が勝利するという儲念に動揺をきた
L.，かっ戦争がこれ以上長引し、た場合，ヨーロッパ諸問の打撃となるであろうとい
う考えの下に，内閣に南北戦争の調停に乗り出す提案を行ったの しかし， イギリ ス
政府は飯盛に討議を重ねた結巣，戦争に干渉Lないことを決定した.さらに， アメ
リカ殴内での 1862年の奴隷解放予備宣言，63年の奴隷解放宣言が，これまで南部
支持を唱えてきた人々の口を閉ざし， イギリスの干渉政策は完全に挫折した。
さ て， 南北戦争によ りイ ギリ ス国内でアメリ カの奴隷制度に対する I~j心が高まっ
たことは先述したが，ここでは.The Penny lIusraled POpC!Iというイギリスの新聞
の 1861年から 1863年にかけての記事をいくつか紹介しながら，イギリ スで奴E1制
度が廃止されてからわずか30年後の世論が，アメリカにおける奴給制度についてど
のように論じていたのかを見ていきたい。
まず， 1861年 12月7日(:1こ)付けの同紙の記事，"The Slave market， Charlestonl! 
を見てみよう。この中には，奴殺売Hの様子が詳しく 21Fかれているlie それによる
と， 北部も南部と閉じよ うに奴緑市場が開催されるが，北部は奴株売却を必挺に迫
られて秘密裂に行う一方， 南部は大っぴらに行うということ，また， もL.， 北部の
白人が取材用のベンを手に持って南部へやって来ょうものなら，奴給制度を純持し
よう とする南部の白人にスパイと して見なされる危険性があるといった内容がおか
れている。また， 南部でオークショ ンに出された県人奴Zit同士が付けられた自身の
価絡の高低に一喜-~する板子が儲かれ.記者は 『異常である (anomalous features) J 
と述べている。北部と南部の奴数オークションについて主防、れているが，この記事
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は，奴給制度廃止を主張している北部帆'Iが奴*lt完封lを必要に迫られて秘密裂に行っ
ているという牙'盾にまでは触れていない。
次に 1862年 l月 11日(土)付けの記事， "Slavery in America"である。ここでは，
も1.-.イギジスが南部をm剛Jし軍隊を派遣すれば，イギリスは何を援助することに
なってLまうのか，それをよく知ることが重要だと前置きした上で，南部を代表す
る 3人の人物と lつの著者を紹介している。南部迎合の国!大統領であるA.H
Stephe出は 1861年 3月のスピーチで.r黒人奴剥lは，南部においては適切な地位を
得ており，黒人は鋭越人極である白人に服従しなければならない」と述べている。
南部迎合の委員である w.L. Yancbyは，新聞社に宛てた手紙の中で.rアフリカ奴熱
貿易を海lu由行為として取り締まることは逃訟であり，直ちに撤回すべきであり，ア
フリカの黒人奴線はそラノレの面からも政治的な窃からも正当であるJと述べている。
Caplain Mau叩は，南部が奴隷a~J度を維持しようと している限り，合衆国内でiili枕 し
ていくことはできないとする北部の主猿を批判している。また，記者は奴封Eの悲惨
な僚子を具体的に書いたAmerical1Sfaw!/J' as lf 15: 7(町timol1Y01 a Thousol1d lVifllesses 
という結芯を紹介している。自己中心的な論拠で北部批判を行うi有部の奴剖tUI支持
派に対する強い非難がこめられたこの記事は，まだイギリスの議会内部に少なから
ず残っていた南部支持派に対するメッセージとも読み取れる。
3つ目は 1863年 l月21日(土)付けの記事， "The Slave 'Ii'ade"である。これは奴
総解放宣言が 1863年 1月1日に発布されたそのわずか3週間後におかれた記事であ
る。北部が南北戦争の目的は奴絵師放であると公式に宣言したにも拘わらず，イギ
リスでは， まだ議会内に南部支持派が少なからず残っており，そのような南部支持
派を批判する内容である。 具体的には，もし南部が勝利すると，貧しい白人も奴識
を所有するようになり，奴隷制度がますます大規模になってしまうため 1 そうなら
ないように，今のうちに奴本hf;11irを徹底的に廃絶すべきだと主張している。
これら3つのジャ一ナノレから，南北戦争J闘のイギリスの世論が，奴級制度につい
ての南部の主g~がいかに不当であるか， また，そのよ うな南部をイギリ スが支援す
るということがどのようなことをなl止するのかを示し、南部支持を思いとどまらせ
るという役，引を担ったニとがわかる。
3 チャーノレズ・ディケンズ『アメリカ紀行』における奴隷制度批判
3.1 ディケンズの奴隷制度批判
1833年に大災帝国内において奴訣lIilJNが廃止されてから.1861年にアメリカで南
It戦争が起こるまでのr.ll.イギリスでは奴線制度について無関心な時期が続いてい
た。したがって，そのような時期にデイケンズがアメりカへ渡って奴隷制度につい
て:iJ:見を述べたことの意義は大きし、。ディケンズは，イギリスよりも巡んだアメリ
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カの社会福祉制度を償貸する一方で.自由・平等の精神と矛盾するものは痛烈に批
判している。そのうちのiつが奴主jt制度で，第i72Eの 章分を寄れ、て論じているが，
その他の章でも奴歳出j皮について自身の見解を述べている箇所が 3箇所ある。
そのlつ目は，第8章で，食事のために立ち寄ったボノレティモアで初めて奴教に給
仕された際のことを次のように述べている。f自分自身はこの点に関しては罪のない
人間であったが，それでも，その制度の存在は私を恥と自itの念でいっぱいにした
([. ..]and though J was， with r田pecl10 1， an mnocent man， Its p陪5en目 fiUedme with a 
sense of shame and selιreproach. AN 114) L2" J 
2つ目は，第 9章で，フレデリ γクスパーグからリ ッチモンドまでの鉄道の旅路
での体験として揃かれている。まず， I窓から見える荒涼とした景色を見て， f一帯干
の外観は荒涼として無味乾燥だったが，この恐ろしい奴隷制度が持つ呪いの一つが
降りかかったものを見出して心から喜んだ (Orea叩 anduninteresting as its aspecl is， 1 
was gl吋 10the heart to find anything 00 which one of the curses of this horrible instinltion 
ha5 fal1en; AN133) Jと述八，もとは肥沃な土地が，プランテーショ ン股業という呪
いをかけられたことによって，不毛となってしまったことは，奴熱制度を認めてい
るアメリカに対する天罰だと解釈している。また， f奴殻制度を育んでいるほかのす
べての土地と同じように，ここでも破滅と退廃の空気がみなぎっている(Jnth崎
district， as 川 alothers where slavery sits brooding there is an aif of rui!l and uecay abroad 
"NI33) Jとも述べている。さらに，汽車の黒人専用車両で出会った，黒人奴殺の母
子と彼女たちを買った白人男性を見て f生命，自由，準協の追求の擁護者ーその彼
が彼らを到ったのだが同じ汽車に乗っていた(Thechampion of Life， Libe町.and 
the Pursuit of Happiness， who had bought thcm， rode in the same train; AN 134) Jと，アメ
リカ人の偽善を批判する@
3つ目も第 9mで，リッチモy ドにあるプランテーションを訪れそこで働く黒人
奴隷たちの表情を見て，次のように述べている。fそれにしても， 初めてそこを訪れ
る人が歪る所で同にする1告さ 肌ではなく，心の附さ それに，元をただせば自然
の女神の手になるあらゆる美しい性質を野蛮なものにし，抹消している状態，これ
らはa 訪れたその人がそれまでの経験の中で fJu悪」と信じていたものをはるかに
凌ぐものである (Butthe darkness-not ofskin. but mind~which meets the stranger's eye 
at every lum; the brutalizing and blotting out of aJl fairer characters trnced by Natu問'5
hand; immeasurably outdo his worst bclief. ANI36)" Jさらに f程、は奴給制度が存在す
る所で生きる迩命になかったこと，そして，奴絡が揺する揺り簡の中で育てられて，
奴級制度の過ちと恐怖に対して自分の五感を鈍らされずにすんだことに感謝の念を
抱きながら，自分の旅を続けた([...]undwent upon my way wItb a grateful heart that 1 
was not doomed to live where slnvery was， und had never had my senses hlunted to its 
wrongs and horrors ina slave-rocked cradle. AN 137)j と述べる。
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これら 3つの館所につし、ては， ジ々 一ナリストとしてのディケンス'というより，外
国人旅行者と して感じたことがありのままに記述されていると言えよう。
それに対して第 17 訴は，奴緑や奴章~lIiiJ!írを実際に見た体験を踏まえ，ジ ャーナリ
ストとして位論に強く訴えかけるような記述である。第 17章で，ディケンズは，ま
ずアメリカにおける奴隷制度支持者を 3つのタイプに分けて論じている。lつ目の
タイプは，奴隷制度の恐ろしさやいずれ自らに跳ね返ってくる危険性を認捻しつつ
も，人間を財産と同じように家造として所有する人々である。2つ自のタイプは，
奴隷制度の恐ろしさを否定し，奴隷制度が永続することを願っている，奴隷制度に
関わるあらゆる人々である。 3 つ目は， 上流階級に属 L 奴量~たちによって自らの
プライドを満たしたいと考える人々である。
「奴主~j制度の残酷な影響力に部分的に抵抗寸ることのできる心を持つ人々 (some
hearts are to be found which can partially問 sIstits hardening in日uences.AN 229) Jである
lつ自のタイプの人々については， rこれら奴練所有者ーたちの中には，議論の余地な
く，彼らのその非人間的な力を行使するに際し，温和に行う多くの世話しい主人たち
がいるから，なおさら残念である (therather， aslhere are， beyond dispute，間lOngthese 
slave-owners， many kind muslers who are tender川 theexercise of thcir unnatural power. 
AN 229) Jと述べてある程度機設している。しかし，彼らもイギリス人が思ってい
るほどアメリカの奴級制度は悪くないとして奴隷制度を支持していることに対して
は，ディケンズはそれまでの口調とはうってかわり，強烈に断罪し，彼らを含むす
べての奴鍛制度支持者の権力を剥奪すへきだとも主慢している (AN229-30)。
また，ディケンズは続いてアメリカ|止倫の批判も展開する。世論は奴税制度下に
おける残忍な行為の数々を防止する役割を果たすどころか，奴隷制度を容認してし
まっていると主張している。
Public opinion! Why， public叩inionin the slave States is slavery， is it nOI? Public 
opinion， inthe slave States， has delivered the slaves aver， tothe gcntle s日rciesof 
their masters. Public opinion has made the laws， and denied them (cgIslative 
prol配 tion.Public opinion has knoued the lash， b国 ledthe branding-iron， loaded 
the rifle， and shielded the murderer. (.バN230)
この1をさらに， “Puhlic opinion!"で始まる段落が 2回繰り返され，奴絵所有者によ
って選出された議員たちが米議会で奴終制度を保税 ・助長する法律を作っていると
いう点で，世論の形成者の中でも奴隷所有者の及lます影響力が大きいことを主張し
ている。世論が人々に大きな影響力を及ぼす例として，逃亡奴隷や奴穀オークショ
ンについての広告や記事が新聞になんの路面もなく掲載されているのを，ディケン
ズl士約きを隠さずに多数列挙している。最初は，奴主~:I首度支持者を 3 つのタイプに
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分類するなど冷静に批判していたディケンズであったが，奴株についての広告 ・記
事の紹介などを経て，次第に批判の輪開がヒートアップしていく。そして， ディケ
ンズは， Wアメリカ紀行』を読んでいる統者であり，世論を形成しかっ世論に影響を
受ける民衆に向かつて， 次のような強い口調で奴隷制度の呉1甘さを訴えている。
Now， I appeal 10every human mind， imbued with the commonest of common 
sense， and the commonest of common hurnanity; 10 aldispasionate， reasoning 
creatures， of any shade of opinion; and ask， witb these revolting evidences of the 
stnte of society which exists inand about the slave districts of America before 
them， can they have a doubt of the real condition of the slave， Orcan they自ora 
mament make a compromise between the institution or any of its flagrant fearful 
features， and Iheir Qwn just consciences? (AN 24ト42)
このようにディケンズは，奴隷制度がいかに人間の常設や良識に反したものかを主
張する。ディケンズは最初， ジャーナリストとして社会福制制度などと同様に，奴
主1，制度を冷静に評価しよ うと していた。ところが，アメ リカ旅行中に奴裁に接する
経験をfi'lんで行くうちに，次第に奴融制度への損tf!Ë;J，ぷが地 L，半ば我を吉~;h，て感情
的に人々に訴えている.たとえ感問的になろうとも，世1mに訴えることは社会改革
派ジャーナリストとしての使命感からきたものであったが，一方で彼の視点には，
イギリス人であるがゆえの限界も見て取れる。次節では，このディケンズのジャ
ーナリストとしての視点の限界について述べる。
3.2 ディケンズの奴続出'1批判の評価と限界
先に述べたようにa イギリ スでは奴総制度について無関心な時期lであった 1840
年代にディケンズがアメリカへ渡って奴線制度についておし、たことの意義は大きい。
彼がアメリカの奴隷制度の異常さを訴えていたことが，荷北戦争J明におけるイギリ
ス世論の股間一即ちイギリスがアメリカ南部と強い経済的結びつきを持っていたに
もかかわらず反奴級制の位論を展開できたことーの遠因となったと考えられるから
だ。また1 この『アメ ワカ紀行Jを単なる旅行記ではなく，ジャーナリ スト として
の視点から新興国アメリカの， イギリスが見習うべき良い点や逆にイギリスより も
遅れている感い点を示していることも評価できる。特に奴給制度については，他のど
の制度にも治して強い感情を込めて，世論に訴えた。
しかし前節にも引用したf自分自身はこの点に関Lては罪のない人間であったが，
それでも，その制度の存夜は私を恥と自1誌の念、でいっぱいにしたj という言葉や、
「奴級制度が存在する所で生きる巡命になかったこと(...)Iこ感謝の念を抱きながら
J と い う 言恭からは，ディケンズとはいえ，黒人奴#;1~制度を確立 し，奴隷制度に
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よって栄華を短めたイギリスの庭史と災{壬lこ対する自覚が足りないのではなし、かと
いう印象も否めない。イギリスは，ウィノレハーフォースのようなえ士会改革者の登場
により黒人奴隷前'1度を大英帝国内で廃止するものの，既に独立していたアメリカ合
衆国の奴議制度には目をっぷり、奴隷制度を維持する南部と経済的に日齢、結び付き
を保ったo 南北戦争では，結果的に南部を支持することはなかったものの，勃発[度
後はイギリス政府内で南部を支持するかどうかの滋論が真剣に行われた。このよう
な経対?をもっイギリスのE自民であるディケンズが，奴隷所有者であるアメリカ人を
「生命，自由，幸福の追求の擁5望者 その彼が彼ら(黒人奴隷)を買ったのだーJと
皮肉をこめて批判することには，少し違和感を党えるとともに，奴線制度に人道主
義の立場から反対はしても，あくまで自国内の身近な問題としては認絞してこなか
ったイギリス人としての視点の限界が垣間見られる。
また，ディケンズは旅行中lこ附会った黒人奴隷に対しては，哀れみの念を抱いて
いた一方で，アメリカ旅行から帰国後の 1853年，ロンドンで見世物になっていたズ
ーノレ一族の戦士たちを軽蔑した。彼らの様子を見て，以前兇たアメリカやアフリカ
の先住民たち(rブッシュマンjや「カフィーノレ人J)を使った興行を思い出しつつ，
ディケンズは「高貴な野蛮人j と題するエッセイで次のように諮る。
To conclude as 1 began. My position is， that ifwe have anything to leam from the 
Noble Savage， itis what to avoid. His virtues are a fable; his happiness is a 
delusion; his nobility， nansense. We have no greater justification for being cruel to 
the miserable o~日 ect，出an for being cruel to a WILLIAM SHAKSPEARE or a1 
ISAAC NEWTON; but he passes away before an immeasurably better and higher 
power than ever an wild In any earthly woods， and the world 、司~ill be al the better 
when his place knows him no more 
(‘The Noble Savage'， HOI田 holdI拍p瓜 Saturday，June 1， 1853) 13 
ディケンズが言う“野蛮人"とはブッシュ7 ンであり，カフィーノレ人であり，デイケ
ンズは黒人とほぼ同義で泊いている。デイケンズは、この野蛮人に対して残酷にな
る理由はないが、里f'i1i人は避けるべきものであり，地上からいなくなってくれた方
がいい存在だと発言している。アメリカ渡航から 10年後にこのような人種競別的な
発言をしていたのである。
r~~~ t1な野蛮人J1-とは，文明によって堕落させられていない未聞人の自然のま
まの姿を，人1mの生来の替性を宿すものとして理怨化したものである。英語では 17
世紀にドライデン (JohnDl'yden， 1631-1700) の『グラナダ征IIR~ (Tbe Conquest of 
Granada， 1672)の中で初めて‘noblesavage'という言禁が使われた。以来，自然
状態の人間を替とし，文明を堕怒と考えるノレソー的な考えに基づき，特に 18世紀か
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ら19世紀の感傷的文学作品やロマン主義文学の中で織り返し現れた.しかし「由目指
な野蛮人jのトポスの流行によって，敵惑で鍛劣な米関人もまた文学に導入されて
いくこととなり， 18世紀においては黒人が醜悪な米関人を代表した。また， 19i1l:紀
になって科学技術がよりー隠の進歩を見せるにつれ，r高14な野蛮人Jは消えゆくべ
き迎命にあるものとみなされ始めると同時に，ヨーロ ッパ人のそラノレを批判するア
ンチテーゼとしての機能を失い始めた。そのような中で1ディケJズのエッセイは，
I野1Ii人jに対する嫌怒感をおおっぴらにすることで， r高段な野蛮人Jに対するセ
ンチメンタノレな見解からの転換点となった。
ディケンズは， ~f恋人に対しても高哉さを見いだす偽語性に気づき ， 先住民たち
は里子資なだけであって全く苅蜘でないと主張した。つまり l ディケン7、は奴毒性1M度
を批判しながらも「野蛮人は文明化されるべき」と考えていたのである。奴給制度
に反対するのは rIDf恋人に対して残酷になる必要はなし、j と言っているのと問機，
人が人を酷使するその制度の仕組み自体に反対しているのであって，あくまで黒人
を自分たち白人とは区別している。ディケンズのこの姿勢は，奴鍛貿易廃止にこじ
つけた 1807年時点で『彼ら(黒人達)は.人間と して免盤に成熟するまで訓練され，
教育されなければならなしリ と語っていたウイノレバーフオ}スの姿と重ならないで
あろうか。 あるいは、西インドにも， イギリスの理想的な家庭を哲ー及させる義務が
あるという使命感をもって奴般廃止運[VJを展開した女性協会の姿と重ならないであ
ろうか。つまり，人道主義の漢に存在する，黒人や有色人種が人間として白人と対
等にあるためには文明化されなければならないという前提自体が2 ディケンズに限
らず当時の奴隷制廃止運動家たちに共通の限界なのである。『アメリカ紀行』では文
明国アメヲカに娘付いた奴隷lij度を批判したディケンズであるが，“先住民"や“未
聞人"に対する彼自身の軽蔑が払拭されていないのを見て取る時，そもそも ヨー ロ
ッパ人が自身に抱いた優越感と米関人に刻して抱いた程ilが奴隷ftilJ度を生みだした
という皮肉に我々は直面する。この点で， wアメ リカ紀行』での奴鰍ilJ度に関する
ディケンズの主張の説得力は，橋らいでしまう と言えるだろう。
4おわりに
奴隷制度が英米両国で1%止されたことや，イギワ スの南北戦争への不介入の決定
に関しては，人道主義を様相fした運動家やジャーすリストが果たした役割は大きい。
その流れの中で，イギリス悶内で奴隷制度について無関心だった時期lにアメ世カへ
渡り，アメ リカの奴隷制度に対する批判を展開したディケンズが果たした役割も大
きいと言えるだろう。しかし歴史を振り返ると，イギリスは産業革命後の大英帝国
内の経済発展を侵先させる倣慢な姿勢と，キリス ト教の教義に諺づいた人道主義的
な運動が絶えずせめぎあってきた中で，奴穀廃止運動に見られるように，ひとたび
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人道主義が勝利するや，それ主での悪行などなかったかのように振る舞い，世界の
リーダーたる大英帝国のプライドをかざして，かつて自らが植え付けた奴隷制度を
維持するアメリカを批判するという行動に出たのである。
また，人道主義を潔梼した運動家やジャーナリストたちでさえも r野蛮人は文明
化されるべき」といった人種惹別意識に基づいており，真の平等主義者であったわ
けではない。デイケンズも，彼が特glJな黒人差別主義者であったわけではないが、
黒人と白人を恨本的に異なる生物として認識する「人種多元論Jに影響を受けてい
たlSQ
社会改革派ジャーナリスト，貧者や子ども達といった社会的弱者lこ共感を寄せた
小説家として知られるディケンズであるが，あるべきジャーナリストとしての視点
が，ーイギリス人としてあるいは ヴィクトリア朝知識人としての視点を趨えるこ
とができなかったところに限界が見られる。
注
1以下，このセクションで述べる奴隷制度の隆史に関しては，主に池本主主三ほか『近
代世界と奴隷制 大西洋システムの中で 』人文言宗l涜， 1995，椴博行「アメリカに
おける奴隷制度とその変巡ー植民地奴主主法制の形成とその恨拠-_w人間学研究~ J主
都文教大学， 6(2005):1-11，中保献 r19世紀民衆の世界一奴隷から「自由Jへー 』
符木立，r.5， 1993を参照した。
， r北米Jと南米の「新世界J，rインディアン」と Iインディオjの用語の区別は，
池本幸三ほかに拠る。
3上掲a，45-85
1時水平行1-11
5 riJ(t茶飲 78-98
6以下，このセクションで述べるイギリスにおける奴隷制廃止運動に関しては，池本
幸三ほか、および楳博行の上掲惑に加え、 KeithWindschuttle，吋iVilliam
Wilberforce: the Great Emancipator." Newαitel'ion 26.10 (2008): 17・24，51fti可2喜
子 r反奴給制運動にみる『文明化』されたイギリス人{象JW外関学研究』神戸市外
国諸大学外関学研究所 44(2000)を主に参照した。
7並河葉子 49_ただし，同論文によれば， ウィノレハーフォースは 1823年には r奴
ぬたちの道徳的・精神的状況は，奴隷制から生じているのであり，全街的な解放が
道徳的・倫理的に正当化され，宇l'の前の国家的義務であるJとしづ主張に転換して
いる。
8以下，女性たちによる奴隷制廃止運動については，並河菓子 53-56を参照。
9以下，アメリカ南北戦争に対するイギリスの干渉については池本幸三ほか，および
|お岸義夫『南北戦争』近藤出版社， 1972を参照した。
"交戦団体の承認とは、園内の内乱などで反乱軍が事実上の政府(反政府団体)を
設立した場合、圏内に人民・財産・権利を持つ第三国がそれらを守るために、その
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反政府団体に対して交戦団体としての資格と能力があること{文配権をもっている
こと)を認めることである。ただし、この場合、第三国は中立的な態度を保ち政府
と反政府団体のどちらも援助してはならない。清水良三「交戦団体の承認JW国土館
大学政経論議~ 30 (1980): 257'85参照。
"1862年に奴紋解放予備宣言が出されたため P この記事が舎かれた 1861年当時は
奴主主申1)はまだ逃法ではなかった。
12 Wアメリ カ紀行』からの原文引用はすべて， Char1es Dickens. American Notes and 
Ficlu四'sfiり11laly.The Oxford Ilustrated Dickens. London: Oxford UP. 1974. Reprint 
に拠る。尚、 日 本flilRRは，伊藤弘之， 下笠徳次，隈元貞広訳『ア メ リカ紀行~ (上)(下)，
岩波文庫， 2005に拠る。
13Dickens Joumal Online 
http:/www.djo.org.uk/housahold'wOl'ds/volume町 ifpage守337.html
14 r高iせな野蛮人J については『集英社 世界文学大司IØ~~ 第 5 巻 p.266， r西洋
思想大事典』第4巻 pp.177'80参照。
日中村l唾 rW大いなる遺産』の黒人問題JW山形大学紀要.!14.3(200ω157'70 
参考文献
(pl'imary sources) 
Dickens， Charles. Ameri四 nNo白'5 and Pict山 田 fi'omItaJy， The Oxford 
lllustrated D叩kens.London: Oxford UP， 1974. Reprint 
Am出土'anNot，出(1842).伊藤弘之ム下笠il!J次綱元貞広訳。 Wアメ リカ紀行』
(上) (下)岩皮文服， 2005 
・."The Noble Savage"， The Househ此 f昨匂也Saturd町"June 11， 1853 
Dickens Jour.刀alOnluu.ちTheUniversity ofBuckingham. 2013.2. 20 
(htto:l/www.dio.ore:.ukfhousehold.words/volume.vii/nae:e-337.htm1) 
"Slaveぽyin Amel'ica"， Ti1e Penny JllUStl沼tedPap田~ 11 J anuary 1862， London 
19 
'The Slave Market， Char1eston"， The Penny IlJ目的白dPape1"， 07 Decembel 
1861， London: 139 
。'TheSlave 恒ade"，The Penny Jllust同胞dPap出;24January 1863， 1必ndon:52
<secondary soul'ces) 
池本幸三
人文主撚』院， 1995
川澄英男 rFellowship's Miscellanyー 『アメ リカ党えおき』への覚え役き一J
『テPィケンス ・フエロウシップ日本文部年報~ 24 (2001): 88.91 
篠三知雄 fR.W.エマソンの『イギリス』、Cディケンズの fアメりカJ(2) 
-26-
19世紀の異文化体験 J W所報』愛知産業大学経営研究所， 4 (2001) 
33-46 
1汚水良三 「交戦団体の承認JW国土館大学政経論議~ 30 (1980): 257-85 
世界文学大事典編集委員会『集英社 世界文学大事典』第5巻.集英社， 1997
Ei博行 「アメリカにおける奴隷制度とその変i謹一拍民地奴漁法制の形成とその娘
拠ー」仁、間学研究』京都文教大学， 6(2005): 1-11 
中修献 W19世紀民衆の世界 奴隷から「自由jへ 』青木f住居， 1993
中村隆 rW大いなる遺産』の黒人問題JWllrJCi大学紀要~ 14.3(2000): 157-70 
並河菜子 「反奴主主制運動にみる『文明化』されたイギリス人像JW外l草学研究』
神戸市外国語大学外国学研究所， 44(2000):39-64 
フィリップ・ p- ウィーナー編『商洋息怨大司êg~~ 第 4 巻。平凡社， 1990
1主j孝義夫 『南北戦争』近藤出版社， 1972
歴史学研究会 W19世紀民衆の世界』青木書応， 1993
Windschuttle， Keith“Wil1iam Wilberforce: the Great Emancipator." 
New αiteaon26.10 (2008): 17匂24
-27-
